
そ の 他 の 制 宜 研 究

美術工芸研究室 ・ 建造物研究室・歴史研究室・平城宮跡発纏調査部・

飛鳥篠原宮跡発据翻査部 ・ 飛鳥資料館・埋蔵文化財センター

商都諸寺寺誌資料の収集ならびに研究（fsil-lilf一般研究A 研究代表者長谷川誠） 美術工長 ・ 建築・Ht

史 ・ 考古の各部門の協力によって南部諸守関係の寺北， 縁起�J［を収民し， 逐語的かつ総f,-(1分に

研究しようとするものである。｜！日和42年以米継続して行なっているが， JJl在は『護国寺本諸手I

縁起集』の検討をゴミ胞r-jrである。 また， 前に検討を終えた r七大寺巡礼｛ld己』の必引)J江布；iを作

成した。l共Jj出資料収集のため京大寺ほか各所の訓B1i・：がよ：rn,u�をf lなった。

美術工芸・歴史研究室

海住山寺文化財総合調査 197411三6 JJ， 海住11111：月！？械の美術工芸 ，
1
1 111， 典和，5文.：＇＿1を総合的に調

子tしようとするもので， 多くの新資料を発見した（汀潟111111出）。 未調査のものも多く， 今後も

継続して調査ーを進める。

美術工芸研究室

写真測量による仏像実測調査 ーア・以古跡発侃調子1:mi訂iJ!llft多Ji（室と協同で＇.k施している'I／点1wu,::

による実iJ!IJ調査については， :ildlムj立は正倉院御物伎楽而iの凶化作業を進めるとともに， 従米か

ら行なってきた本調査を略目！し『与」＇UJiJlll品による仏倣＇.kiJllj凶集』（11（｛和50年半JU土Fil) !'IJhのた

めの資料の整J11l， 研究をおこなった。

仏像における光背 ・ 台座の基縫的調査研究 仏像の：Ii：縦J－！.：て・ある光背·h)'Viに｜主lする資料を収集

し， その形式変j涯をゾ」i11:的かつ復元（1'1 に考祭しようとするもので， 47年度ーから継続しておこな

っており， 本ij：＇.）主は主に菩雌｛象に1x1する資料の収集と研究を進めた。

仏教図像の資料収集 ｜泊所以米仏教美術の基本資料となる仏教反I （＇訟の資料のj収集とその1；担j！＿を

絵回部門が中心となって行なっており， 本年度も『大正新(ii'f大砧料』1fr,I史の凶像の強J�i!と新発

比の白1°1','i図像等の収史をおこなった。

歴史研究室

東大寺文書調査 197 411..: 9月～’751,1,: 3 J-J, X化J i
＇よりの委似をうけ， 3何年H闘で京大寺別械

の古文』を調査し，1::1斜ならびに湖J：を作成する。4911三位（初年次）に；おいては未成巻文 ，
1 r-却l

fffl （守倣）第10 （集l副主）までの説H1iを了えたO.'ill\1 11の文、 ！ ？を｜徐く）。

西大寺典籍古文書調査 197411三6 ) J，’75年2月，従米よりの調査の縦献で， 49年度においては全

17伍！の調』を作成すると共に， 古文 ，
l ；その，·1_Jの主�資料の写点打1U�をtiなった。

仁和寺典籍古文書調査 1975年2 J l， 従米よりの淵査の継続で， 古文 ，
1 （ならびに広 l1 1 11改｜借1、収

納の典籍，wi c主としてj坂本〉を調査した。
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その他の ，；i•,j ft.研究

醍醐寺典籍古文書調査 19741ド8 JI, i�＇i li'O:紙l」決紙背文 ，
I } （ぷ仁 ・1E'.i<:,,l'-li\l央m の，il.',l:ftならびに

与J'.11J1i践を行なった。

その他の調査（依頼を受けたもの）

石山子r �i111守一 切経 ，�，＇·lit, 197 4年7 JI・12JI・＇7511'- 3 J J， イilll .11＇よりの（／（�
＇
iによるもの。

CDI.J:i'i責任者・�Ill日美術短期大手：此 佐和l径のf氏）。

興
？
；－；；子f ,(f: II版�j木調査 1974年4 JI・lOJI， 文化l i"..k胞の，�.＇，litに協力。

米－＇1' 制作院聖教調子E 197 411'· 6 JI・ 9 J I • ;; t n!IJ(.f \'.Li�；－：｛�資料館が尖絡の ，U.',lftにW,JJ ＜文化IHtll

助金による古文 ， It,��；努位、，，Jl,l.liの 一つ）。

ぷ
－

�，， 1年 典結古文J；調子t 1974年7 JI・12) J, 11 ;•i1 I l文化財｜』研究1�による共川研究（ 11::1＜行：京

京大学： 策必 総氏）。

建造物研突室

新潟県民家調査 II（｛和4911'-J立に， 新潟�U'!ctt蚕i1会の依頼により， 』.�下の民家誕二Iぷ！Htを実

施した。 ；v:i流した民家は合計240 I�！ほどにのぼった。 この訓究によって， 川卜の民家のJ既1t：を

つかむことができた。 古い民家は（G山川に沿う111�J也1－＜に多く， もっともii し、家は'.C:t文，.，三1::1の

ill築とtff；記される守門村の佐IV実家て‘ある。 （ ＇：�；ii｛守干上）

福岡県民家調査 tl,il川県の民家訓代はすでに｜｜｛係114311＇ー肢にf j·t.r.われていたが， この訓，l:rt�Ml

Mし， さらにill：型文化財J行主主蚊補選定の資料金Nるために，tl,il川県教行委H会に協）J し， 沢村

仁氏とともに， 約70件のみ，＇，J:rjを行なった。 くと
：＂
;1の出家や入/:J:bl • )J_:人り ・検能のlllf}¥. �f,に当

地｝jの民家の判色がJW ＼ された （鈴木lr, ,t,: · 1,1,1川火リj・•I『村�｛Vi'f,)

旧米谷家住宅の解体修理 11（｛不1147イl'·I主ifi: '.t!!文化財の指定会うけた｜時（火；部
’
ti）所有の｜｜ニけと作家

(j：屯（l::i}Jj(1li<'};)j:IIIJ
・
）は， 近年とみに似mのJ主を ｝JIIえたため， 今11二j主＝よ』） 2伯·11ミの予;i：て、』i午（�，修

Jlj\にli'干＝しt.：：.。 T·j;:

思Iにあたつfι。下ゾjイドJJ込
＂
（まill物4ピ 一旦すベてfii'f.休し’ 品調子t.�f tなったのら， 組立てにかかり，

屋以i玉工i：き上げ，}ii:t:,t-qJり立てまでを完了した。』）字体；J,';1有のがi月：，f!Jtjイ放は後｜止J•;,'1築されたもの

であること，キu立lu:がかえEり浪、記されていることなどが
＇
l'IJIYJし， ill止 、l'j,j\ダjのJftが切jらかとえEっ

たので， これらを現状変！！.＇：の＂H,cきを経て1W.反 したo ill ll年代金誕するものu.fe比できなかっ

たが，{UJl;T後の｝［わにからみて少なくとも18111：紀 I I 1!,'iまでさかのぼりうると;}5
・えられる。 次年以ー

はこJ:.h；：の伐仁 ・ 1;：と七政の補修1:·J；：等を行ない， すべて完成する予’kである。 mu比必三）

経離宮建築調査 ’白·，行Jrが災鈍する御般修J�I[� 1·11hj立案のための·J;:,Jlj；調査にt�IJ)Jし， H日平1148年

度にやi：のflliき， ィ、l•iJ沈下， 二1.:1：，！のレントゲンj討対1i1H与による椛j色｛:l: +xi �l,',ltt， 万点以1J:1：；による現

状凶作成など行必ったのに ’JI杭L、て， 4911'-JJrでは小｝青銅l • },.fi;組等の椛j告妓法の；Ul,lft， 土ぽを－

{fl＼分こそぎ務して当初からIJJJ治Mi修に至る各所のれ：係ii).',11t等をhなった。 古 ，
！ ？院は別治2611三に

解体修理されl'HI材の取七十が多いのに対して， 1 1.1・11, 1,1;L I r-1日は旧状をよく維持しているO

（鈴木ぷ占）
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奈良町'f..jt_
＂

化lH研究所制i

平城宮跡発掘調査部

福音寺遺跡木製品の調査 佳山市教育委員会が発技liill,'J主iした福'lf�i'ill跡竹ノ下地区から， 5 ・

6世紀の木製品が出土している。1975 年 3月， ｛呆4子方法の指導及び実 iJ!IJ調査をおこなった。建

築材， 民具， 工具， 容器t類など農山な内容をもち， 伊予地方における古JJtl時代後半の生活を知

るw重な資料である。 『忠蔵文化財
・
発抑制査慨報』必山市文化財制査報告V1l 怯山市教育委員

会参照（参加者！日的 山本 ・ 岩本正）。

湯納遺跡 きどI追跡I.U土の建築材 ・ 生活用具などの木製品は， 九州鹿児資料館で｛栄作処JlHが行

なわれている。1974年6月， 主としてP.E.G.恒ilut合以槽の操作についての指導をした （参加

者・ 山本）。

八代神社所蔵神宝の調査（三.！.H，』.l.'.�JドJ,li,IJl11;:;1Uf) 10月 1 LI～21三I, 八代村l祉のや11宝ftiは1111ノJ;:;'

大飛鳥と共に古代海上交通の祭礼造物として知られている。鳥羽市教育委員会の協力をfi｝－て各

種追物の調査をおこなった。今回は予約調査として従米の記録と台帳を照合することをおこな

った。（参加者 猪熊 ・ 依j悠・凶・金子 井上）

難波宮出土瓦の調査 1974年 6月101-1～141:1， 大阪市立博物館と｝Y(f：波宮t1I：発御調査・]i： �i所にお

いて調査を行なった。平成宮所用瓦との｜共Jili資料の収集を目的としたものである。3T'-Flの製f'F

技法において， 双方に若るしい粍IWーのあることを確認した（参加者 森・III辺・｜刊本 大IJ必）。

佐渡国分寺出土瓦の調査 1974年10月17 ・ 18日， 佐渡部瓦�牙IIIJ公民館において調盗をおこなっ

た。飽古きの記号瓦がきわめて多1立に出土している。それらの中には「内」 「11uと読みHf.る

ものも含まれているが， 人物をJ"/ljl、た戯画瓦に記されている「三国兵人亡」ほど明確なものは

ない。丸瓦はごく少此玉縁式がある他，？？悲式が大勢を占めているO
玉｜正瓦はfill巻作りの浜跡を

とどめるものが多く見受けられ， 一枚作りの痕跡を践すものはl点も見受けられなかった （参

加者 森・金子）。

九州地方出土瓦の調査 1974年11月281己I, 九州 ・｜陛史資料館でIHJmiされた「九州古1・［，｝.段」への11:l

品協力に伴い， 九州地方出土瓦の調査を行なった。 九州地方て・
のJ.JiT［妓術の種々相など， 新た

な知見を得た（参加者 森・山辺・附本・大協）。

環境整備 平城宮跡発掘調査部

近江国街跡 1974年4月， 滋 t工仰の依！阪により3倒的基本計画を指導した （参加者 Ljリ｜｜・凶.，.，

－高瀬）。

出雪国庁跡 1974年4月～75 年3月， 建物表示，捌水路，Wt造成・-lftU＆などの実施設計・純工

を指導した。50 年 3月すべての盤。r/11工事を完了した（参加者 牛川・凶中〉。 J.'.:d即日教育委品会

『史跡出雲国府跡部民整備報告；If.』参照。

宮ノ前廃寺， 1974年10月， 福山市の依績により整6/HiM本計画を作成した（参加者III I I 1）。

美j出国分寺跡 1974年4月～75 年3月， 大屋市の依頼により基本計画およひ
、

南大門造成工司；：

の指導監督を行なった（参加者 牛JII · IIl"F＇）。
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その他のJll,E(f.研究

平城宮跡発掘調査部 埋蔵文化財センター写真測量等

平成IIIJの依煩により， 庭園修復にともなう石和lの現状の記録保1974=-1三6月，観自在王院跡

LIサ｜｜・伊東・LU中・刊誌（i)。存m資料を1｛｝るため写真測量を行なった（参加者

�思のソi.:fiJliJ淵その指呼と，1974年6月， 座喜味主主跡の修復， 整備にともない，m-g味城跡

伊東. IIJtj:r・!Ill . �·：j瀬）。査を行なった（参加者

南陽＃1·・助、庭l.,ldを実1974年7月， i:v1企氏泣跡にのこるI助役跡， 調訪航跡，一東谷llijj倉氏追跡

牛Ill・0干東・IJ]，，，）。測調査した（参加者

1974年9月， 春日大社の依頼により美術でよj研究室と共同で同社所政の1n要文化春日大社

u�
－

m太鼓（左方）の調子Eを行なった。 春「｜顕彰会『春｜｜大社Iii要文化財明大波（左ブ'i) ;l).',j究報告」

LI二川 伊東· rn, 1，・ （ Ill . �·：j瀬）（参加者

1974年9 月， 秋口1�，H1ldt�：Jの依仰により1t lf.H JJ,'filf.のためのJi\; i\t Ai. il!IJ;, I:を行なった。

fJI来· 11111『）

払lEl柵

（参加者

。t（参加者19741j.c9月， 建造物研究室と共同で奈良�j:llifのIIIT�l立制作をf Jなった奈良井mr

京. u ，，，，・ t�瀬）。

1974年10月， 京京大学さt:.Prl支術研究所と共同で， 従来ーより継続して行なってきた伎正倉院

fJf:llf · 1111 I 1・似｜）。楽町i'.:kiJ!IJ調査のrinr�を行なった（参』11,V,·

人持Ill]"教育委 n会による調交正i\li },1,i, iJtlJ J I\: ;t＿；よび写THtU揺を1974年1 1月，じようべのま追跡

1.111!1・店本圭）。行なった（参加者

1975年2月， 萩反射炉修似のヲJ;:1］�，t1i1抗の一郎として， 瓜状の杭f宇Jな記録保存JFJ資萩反射炉

I
 

ll－
 

t（参加者nを仰るため写真訓！JJ, ＼：により縮尺%。の 、V·f
f

lil礼 立mi凶 ， ll9i 1(1i図を（＇Flぶした

－自II .. '.1,\01,f • �·：j瀬）。

埋蔵文化財センター

倫前国分寺（｜市1,1,y己亦章宅l\l\J Li�防il,\lllf,I.!

日j」が， 手i,Jjjx：および主要的JJ!'r.-iのfi{f；；立を日（I分として，11（｛荊149::17-12月より3箇月にわたる先侃淵芥ー

をおこなった。 このがi民， 寺j或については，

四の3辺の築地糾跡と両北辺を｜徐く南， 東，

rw1r,v；を検出し， 京酉長が300 Rのこのヲ！＇減の
ノ、，、•：・ てり
、If.：正J". ’ “l'Iト中山h線上に南北にsl立ぶ市！ ”l， 中！ ” i

’：；；＿；：およひ：

｛，，＇［］房のJ，�Jflと礎石の－;'ftl， 阿南l�＇JHこ

｛心.i置する培：の礎石Wff・H市！万とHt・ 定される椛j立

脱校の大容をI許認し
－ ・

h」0

vm,1H因分手r広t色、発J>.Jl;;Jl,IH委品会「ulli11ii1r,1分 －.11':;ft�·.

れ本・ ，：
＇

：j糊）松沢

似litの配ilt.

（参加者

を杉WIし，

f111i1iiil現分守防門跡（」tより〉
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発Ji.1\;Jl,IH精wr;!r」（1975. 3参照）。


